
Ⅳ　正味財産増減計算書
　　　   令和5年4月1日から令和6年3月31日まで （単位：円）

　　科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1． 経常増減の部

(1) 経常収益
①基本財産運用益 42,985,451 33,154,276 9,831,175

基本財産受取利息 1,392,103 2,454,200 △ 1,062,097
預金利息 103 110 △ 7
債券利子 1,392,000 2,454,090 △ 1,062,090

基本財産配当金 41,593,348 30,700,076 10,893,272
②特定資産運用益 657,822 570,736 87,086

特定資産受取利息 222 136 86
預金利息 222 136 86

特定資産配当金 657,600 570,600 87,000
③雑収益 188 585 △ 397

受取利息 188 145 43
雑収益 0 440 △ 440

④受取寄附金 30,000 485,000 △ 455,000
受取寄附金 30,000 105,000 △ 75,000
受取寄附金振替額 0 380,000 △ 380,000

経常収益計 43,673,461 34,210,597 9,462,864
(2) 経常費用

①事業費 31,947,065 29,647,469 2,299,596
顕彰金 8,000,000 7,000,000 1,000,000
助成金 18,870,000 17,870,000 1,000,000
給与金 210,000 280,000 △ 70,000
給与手当 1,680,000 1,680,000 0
会議諸費 151,200 165,598 △ 14,398
旅費交通費 66,610 39,200 27,410
通信運搬費 16,612 12,831 3,781
消耗品費 106,827 146,240 △ 39,413
印刷費 1,642,410 1,575,860 66,550
広告宣伝費 641,300 646,800 △ 5,500
諸謝金 528,000 198,000 330,000
雑費 34,106 32,940 1,166

②管理費 2,177,931 1,925,606 252,325
給与手当 1,320,000 1,320,000 0
会議費 259,325 257,775 1,550
会議諸費 55,000 30,000 25,000
旅費交通費 29,080 0 29,080
通信運搬費 53,990 44,719 9,271
消耗品費 119,779 56,242 63,537
印刷費 38,500 2,970 35,530
賃借料 46,656 46,656 0
租税公課 3,300 1,700 1,600
支払負担金 66,000 0 66,000
雑費 186,301 165,544 20,757

経常費用計 34,124,996 31,573,075 2,551,921
評価損益等調整前当期経常増減額 9,548,465 2,637,522 6,910,943

基本財産評価損益等　（注1） 14,066,140 10,342,636 3,723,504
特定資産評価損益等　（注2） 10,001,000 6,969,864 3,031,136

評価損益計 24,067,140 17,312,500 6,754,640
当期経常増減額 33,615,605 19,950,022 13,665,583
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　　科　　　　目 当年度 前年度 増減

2． 経常外増減の部
(1) 経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替前
当期一般正味財産増減額
当期一般正味財産増減額 33,615,605 19,950,022 13,665,583
一般正味財産期首残高 174,004,531 154,054,509 19,950,022
一般正味財産期末残高 207,620,136 174,004,531 33,615,605

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①受取寄付金 5,700,000 1,380,000 4,320,000

受取寄付金 5,700,000 1,380,000 4,320,000
②基本財産運用益 41,194,947 31,936,312 9,258,635

基本財産受取利息　(注3) 1,276,903 2,339,000 △ 1,062,097
基本財産配当金　(注4) 39,918,044 29,597,312 10,320,732

③基本財産評価損益等　（注5） 600,828,518 232,284,955 368,543,563
④一般正味財産への振替額　（注6） △ 41,194,947 △ 32,316,312 △ 8,878,635
当期指定正味財産増減額 606,528,518 233,284,955 373,243,563
指定正味財産期首残高 1,001,520,695 768,235,740 233,284,955
指定正味財産期末残高 1,608,049,213 1,001,520,695 606,528,518

Ⅲ　正味財産期末残高 1,815,669,349 1,175,525,226 640,144,123

(注1)　基本財産保有株式（一般正味財産充当分）の評価益15,293千円を含む。
(注2)　特定資産保有株式（一般正味財産充当分）の評価益 10,001千円です。
(注3)　ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ社債（指定正味財産充当基本財産分）の受取利息額1,276千円含む。
(注4)　基本財産保有株式（指定正味財産充当分）の受取配当金39.481千円を含む。
(注5)  基本財産保有株式（指定正味財産充当分）の評価益600,818千円を含む。
(注6)  指定正味財産充当基本財産運用益を一般正味財産に振替えています。

33,615,605 19,950,022 13,665,583
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Ⅴ    正味財産増減計算書内訳表
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで （単位：円）

公益目的事業会計

科　　　目 学資の
給貸与事業

助成金事業 顕彰事業 共通 小　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1． 経常増減の部

(1) 経常収益

①基本財産運用益 31,140,901 31,140,901 11,844,550 42,985,451

基本財産受取利息 1,392,103 1,392,103 1,392,103

預金利息 103 103 103

債券利子 1,392,000 1,392,000 1,392,000

基本財産配当金 29,748,798 29,748,798 11,844,550 41,593,348

②特定資産運用益 657,822 657,822 657,822

特定資産受取利息 222 222 222

預金利息 222 222 222

特定資産配当金 657,600 657,600 657,600

③雑収益 188 188 188

受取利息 188 188 188

雑収益 0 0 0

④受取寄附金 30,000 30,000 30,000

受取寄附金 30,000 30,000 30,000

受取寄附金振替額 0 0 0

経常収益計 0 0 0 31,828,911 31,828,911 11,844,550 0 43,673,461

(2) 経常費用

①事業費 210,000 20,512,410 9,169,300 2,055,355 31,947,065 31,947,065

顕彰金 8,000,000 8,000,000 8,000,000

助成金 18,870,000 18,870,000 18,870,000

給与金 210,000 210,000 210,000

給与手当 1,680,000 1,680,000 1,680,000

会議諸費 151,200 151,200 151,200

旅費交通費 66,610 66,610 66,610

通信運搬費 16,612 16,612 16,612

消耗品費 106,827 106,827 106,827

印刷費 1,642,410 1,642,410 1,642,410

広告宣伝費 641,300 641,300 641,300

諸謝金 528,000 528,000 528,000

雑費 34,106 34,106 34,106

②管理費 2,177,931 2,177,931

給与手当 1,320,000 1,320,000

会議費 259,325 259,325

会議諸費 55,000 55,000

旅費交通費 29,080 29,080

通信運搬費 53,990 53,990

消耗品費 119,779 119,779

印刷費 38,500 38,500

賃借料 46,656 46,656

租税公課 3,300 3,300

支払負担金 66,000 66,000

雑費 186,301 186,301

経常費用計 210,000 20,512,410 9,169,300 2,055,355 31,947,065 2,177,931 0 34,124,996

△ 210,000 △ 20,512,410 △ 9,169,300 29,773,556 △ 118,154 9,666,619 0 9,548,465

基本財産評価損益 14,066,140 14,066,140 14,066,140

特定資産評価損益等 10,001,000 10,001,000 10,001,000

評価損益計 0 0 0 24,067,140 24,067,140 0 0 24,067,140

当期経常増減額 △ 210,000 △ 20,512,410 △ 9,169,300 53,840,696 23,948,986 9,666,619 0 33,615,605

法人会計
内部取引
等消去

合　　計

評価損益等調整前当期経常増減額
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公益目的事業会計

科　　　目 学資の
給貸与事業

助成金事業 顕彰事業 共通 小　　計
法人会計

内部取引
等消去

合　　計

2． 経常外増減の部

(1) 経常外収益 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替前

当期一般正味財産増減額

当期一般正味財産増減額 △ 210,000 △ 20,512,410 △ 9,169,300 53,840,696 23,948,986 9,666,619 0 33,615,605

一般正味財産期首残高 0 174,004,531

一般正味財産期末残高 207,620,136

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取寄付金 5,700,000 5,700,000 0 5,700,000

受取寄付金 5,700,000 5,700,000 5,700,000

②基本財産運用益 29,350,397 29,350,397 11,844,550 41,194,947

基本財産受取利息　(注3) 1,276,903 1,276,903 1,276,903

基本財産配当金　(注4) 28,073,494 28,073,494 11,844,550 39,918,044

③基本財産評価損益等 600,828,518 600,828,518 600,828,518

④一般正味財産への振替額 △ 29,350,397 △ 29,350,397 △ 11,844,550 △ 41,194,947

当期指定正味財産増減額 606,528,518 606,528,518 0 0 606,528,518

指定正味財産期首残高 1,001,520,695

指定正味財産期末残高 1,608,049,213

Ⅲ　正味財産期末残高 1,815,669,349

　

(注)　貸借対照表内訳表を作成していないため、一般正味財産期首残高、一般正味財産期末残高、指定正味財産期首残高、

　　　指定正味財産期末残高、及び正味財産期末残高は合計欄のみ記載しています。

△ 210,000 △ 20,512,410 53,840,696 23,948,986 9,666,619 0 33,615,605△ 9,169,300
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Ⅵ  財務諸表に対する注記

１.重要な会計方針

(１)有価証券の評価基準及び評価方法

①満期保有目的の債券は、償却原価法（定額法）による。

②その他の有価証券

＊時価のあるものは、期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は、移動

平均法により算定）による。

＊時価のないものは、移動平均法による原価法による。

(２)引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等については個別の回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上することにして

いるが、当年度まで貸倒の実績がなく、また、当期末の債権について貸倒の可能

性は無いと予想されるため、計上していない。

(３)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

２.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

預金 7,249,643 5,084,981 7,249,643 5,084,981

投資有価証券 1,039,391,352 1,110,270,138 487,510,818 1,662,150,672

うち債券 54,897,000 3,103,000 2,157,600 55,842,400

うち株式 953,277,352 1,103,255,728 479,279,408 1,577,253,672

うち不動産投信 31,217,000 3,911,410 6,073,810 29,054,600

小 計 1,046,640,995 1,115,355,119 494,760,461 1,667,235,653

特定資産

預金 23,056,632 5,691,222 222 28,747,632

有価証券 16,138,600 12,095,232 2,094,232 26,139,600

うち株式 16,138,600 12,095,232 2,094,232 26,139,600

小 計 39,195,232 17,786,454 2,094,454 54,887,232

合 計 1,085,836,227 1,133,141,573 496,854,915 1,722,122,885
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３.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財

産からの充当額）

（うち負債に

対応する額）

基本財産

預金 5,084,981 ( 5,084,981 ) ( 0 ) ( 0 )

投資有価証券 1,662,150,672 ( 1,599,964,232 ) ( 62,186,440 ) ( 0 )

うち債券 55,842,400 ( 51,220,960 ) ( 4,621,440 ) ( 0 )

うち株式 1,577,253,672 ( 1,537,231,072 ) ( 40,022,600 ) ( 0 )

うち不動産投信 29,054,600 ( 11,512,200 ) ( 17,542,400 ) ( 0 )

小 計 1,667,235,653 ( 1,605,049,213 ) ( 62,186,440 ) ( 0 )

特定資産

預金 28,747,632 ( 3,000,000 ) ( 25,747,632 ) ( 0 )

有価証券 26,139,600 ( 0 ) ( 26,139,600 ) ( 0 )

うち株式 26,139,600 ( 0 ) ( 26,139,600 ) ( 0 )

小 計 54,887,232 ( 3,000,000 ) ( 51,887,232 ) ( 0 )

合 計 1,722,122,885 ( 1,608,049,213 ) ( 114,073,672 ) ( 0 )

４.担保に供している資産

該当事項はありません。

５.保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当事項はありません。

６.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の保有はありません。
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７.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内 容 金 額

経常収益への振替額

基本財産受取利息 1,276,903

基本財産配当金 39,918,044

寄付金 0

合 計 41,194,947

８.関連当事者取引

該当事項はありません。

９.重要な後発事象

該当事項はありません。

10.金融商品の状況に関する注記

(１)金融商品に対する取組方針

当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、株式、

投資信託（含む不動産投資信託）により資産運用する。なお、デリバティブ取引は行

わない。

(２)金融商品の内容及びそのリスク

投資有価証券は、債券、株式、投資信託（含む不動産投資信託）であり、発行体の信

用リスク、市場価格の変動リスクにさらされている。

(３)金融商品のリスクに係る管理体制

① 資産運用規程に基づく取引

金融商品の取引は、当法人の有価証券の保有及び評価に関する規程に基づき行う。

② 信用リスクの管理

債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

③ 市場リスクの管理

株式については、時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

投資信託（含む不動産投資信託）については、関連する市場の動向を把握し、運用

状況を理事会に報告する。
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Ⅶ 附 属 明 細 書

1. 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記 2.「基本財産及び特定資

産の増減額及びその残高」に記載しているため、省略します。



令和6年3月31日現在
(単位：円)

貸借対照表科目 明　細　等 使　用　目　的　等 金　　額
（流動資産）

預金 普通預金 運転資金として

　富山第一銀行本店営業部 28,416,594

流動資産合計                                                28,416,594
（固定資産）
基本財産 投資有価証券 1,662,150,672

債券 55,842,400
　　ソフトバンクG 第3回社債(58,000千円) 55,842,400

(うち指定正味財産充当分) (51,220,960)
*(うち一般正味財産充当分) (4,621,440)

.
株式 1,577,253,672
　  日本たばこ産業株式  35,200株 142,700,800

(指定正味財産充当分)

　　三井物産株式         112,200株 797,293,200
(指定正味財産充当分)

　　伊藤忠商事株式       15,000株 96,990,000
(指定正味財産充当分)

　　富山第一銀行株式 540,219,672
          (うち指定正味財産充当分  524,368株) (500,247,072)
       *(うち一般正味財産充当分   41,900株) (39,972,600)
　  *富山ﾌｧｰｽﾄﾘｰｽ株式　 　　　１株 50,000

*一般正味財産充当分

不動産投資信託 29,054,600
　　日本ﾛｼﾞｽﾃｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ投資法人106口 29,054,600

(うち指定正味財産充当分) (11,512,200)
*(うち一般正味財産充当分) (17,542,400)

預金 5,084,981
定期預金 5,084,981
　富山第一銀行本店営業部 5,084,981

基本財産合計                              1,667,235,653
特定資産 研究助成金等積立資産 預金 3,000,000

 普通預金 3,000,000
　富山第一銀行本店営業部 3,000,000

学資貸与金資産 51,887,232
有価証券 26,139,600
 株式 26,139,600
　　富山第一銀行株式　27,400株 26,139,600
預金 25,747,632
 普通預金 25,747,632
　富山第一銀行本店営業部 25,747,632

特定資産合計 54,887,232
その他固定資産 学資貸与金 奨学金貸与債権 65,208,000

その他固定資産合計 65,208,000
固定資産合計 1,787,330,885

1,815,747,479
（流動負債） 未払金 DCｶｰﾄﾞ 73,590

預り金 源泉所得税 4,540
流動負債合計                                                78,130

78,130
1,815,669,349

資　産　合　計

正　味　財　産

Ⅷ   財　　産　　目　　録

負　債　合　計

基本財産のうち、株式(指定

正味財産充当)は共用財産

であり、その30％を公益目的

事業に必要な収益事業等そ

の他の業務又は活動の用に

供する財産として、その運用

益を管理費の財源としている。

それ以外は、全て公益目的

保有財産であり、その運用益

を公益目的事業の財源とし

て使用している。

公益目的保有財産であり、そ

の運用益を公益目的事業の

財源として使用している。

公益目的保有財産であり、公

益目的事業の用に供している。
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